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No ツール名 項目 質問 回答 参考 ページ数

1 集落のワガゴト化ツール ツールの目的 集落のワガゴト化ツールの目的は何か

集落のワガゴト化ツールは「地域住民自らが
地域の現状や将来像を適切に把握・共有し、
地域の課題をジブンゴトとして捉える意識を
醸成することを支援するツール」です。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P4･P5

2 集落のワガゴト化ツール ツールの導入
集落に対して、集落のワガゴト化ツールを活
用するかどうかの意向確認やきっかけづく
りはどのように行えばよいか。

集落のワガゴト化ツールの導入にあたって
は、地域住民が地域づくりに関する相談に来
られた場面、自治会役員を再編される場面な
ど、地域内で動きがある際に、集落の動きに
合わせて活用することを想定しています。
一方で動きがない集落に対しては、市町職員
による地域づくり関連施策の展開の一助とし
て活用することも可能です。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P6

3 集落のワガゴト化ツール ツールの導入
集落のワガゴト化ツールの活用にあたって
の進め方や手順書はあるか

集落のワガゴト化ツールの活用にあたって
は、マニュアルを整備していますので、適宜参
照ください。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル -

4 集落のワガゴト化ツール ツールの活用
集落マップ作成の際の地図の準備などはど
のようにすればよいか。

地図を持っている部署などと連携して、準備
を行ってください。ツールの活用にあたって
は、他部署との連携を図り進めることを想定
しています。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P33

5 集落のワガゴト化ツール ツールの活用
集落基礎データ集や集落マップの作成に向
けた作業量の目安はあるか。

作業量の目安をマニュアル内にて記載してい
ますので、参照ください。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル
P11
P14～21
P48

6 集落のワガゴト化ツール ツールの活用
集落基礎データ集の作成にあたっては、ど
のような資料を参考にすればよいか。

自治会の引継資料や総会資料などを参考に
作成してください。必要に応じて自治会長等
にヒアリングを実施の上、作成してください。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P22～31

7 集落のワガゴト化ツール ツールの活用
集落基礎データ集の作成や作成にあたって
のヒアリングは誰が行うのか。

市町職員、地域再生アドバイザー、中間支援
組織職員などの地域への支援者が行います。

- -

8 集落のワガゴト化ツール ツールの活用

集落基礎データ集、集落マップの作成にあ
たってWSを行う場合、幅広い年代の地域
住民の参加が必要かと考える。参加者の呼
びかけにあたっての方針はあるか。

集落の今後を考えるのにキーマンとなる人
物や多様な世代の方の参加を呼びかけるこ
とで、より効果的にツールを活用できると考
えます。

- -

9 集落のワガゴト化ツール ツールの活用
集落基礎データ集の作成にあたってのヒア
リングする項目は決まっているのか。

ヒアリング項目は「集落基礎データ集」を確認
ください。ヒアリング項目は地域の課題や把
握すべき項目等に応じて、適宜カスタマイズ
してください。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P22～23

10 集落のワガゴト化ツール ツールの活用
集落基礎データ集の作成にあたって、把握
すべき項目の優先順位はあるか。

地域にとって影響が大きいもの（大多数の住
民が参加している自治会等の状況）は把握す
べきと考えます

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P25～31

11 集落のワガゴト化ツール ツールの活用

ヒアリングを行うにあたって、地域住民が集
落の状況を知らない場合もある。ヒアリング
項目の内容がわからない場合はどのように
対応すればよいか。

「わからないことに気づく」ことも重要だと考
えます。場合に応じて地域住民と連携し、内
容の把握を行ってください。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P25～31

12 集落のワガゴト化ツール ツールの活用

集落基礎データ集、集落マップを作成する
際に、個人情報が掲載されることや個人情
報を共有されることが予想される。ツール
の活用にあたって、個人情報の取り扱いは
どうなっているのか。

集落のワガゴト化ツールを活用するにあたっ
ては、地域住民の合意があった上で活用する
ものです。
必要に応じて、ツール活用前に、地域住民へ
個人情報の取り扱いについて周知する、取扱
基準を定める等の対応を行ってください。

- -

13 集落のワガゴト化ツール ツールの活用
集落のワガゴト化ツールの実施後はどのよ
うに取組を検討していけばよいか。

ワガゴト化ツールを用いて、集落の将来を地
域住民が考え、取組を進めていけることが
ツール開発の目的です。ただし、集落のワガ
ゴト化ツールの活用の前提として、自治体と
して「地域支援をどのように展開するか」を
検討してから取り組むものと考えます。

- -

14 集落のワガゴト化ツール その他
集落マップの作成などは地域計画の内容と
重なる部分があると考える。

集落マップは地域計画の作成とは目的が異
なり、地域の現状を把握することを目的とし
ています。

集落のワガゴト化ツール使い方マニュアル P5

15 集落のワガゴト化ツール その他
集落マップは他部署などが地域に入り、作
成している集落マップとの連携は可能か。

他部署が作成している集落マップと連携する
ことで、地域の課題把握の深化などが見込ま
れます。

- -


